





















































































































































Ⅲ．研 究 結 果
１．対象者の概要
質問紙（webを含む）を２２８人に配布，２１２人から
回収され（回収率９３.０％）た。有効回答率は１００％で
あった。対象者２１２人のうち女性は１８４人（８６.８％），
男性は２８人（１３.２％），学年は，１年生６６人，２年生
５２人，３年生５９人，４年生３５人であった。さらに
入学状況は，現役入学生１９４人（９１.５％），浪人生６
人（２.８％），社会人入学１１人（５.２％），その他１人
（０.５％），現役生以外は合わせて１８人（８.５％）であっ
た。対象者の最少年齢は１８歳，最高年齢は３７歳，平
均年齢は２０.３歳であった。
２．看護学実習の現状とそれ以外のフィールド体験に
ついて
Ａ大学における看護学実習の時期は，１年生後期に
基礎看護学実習Ⅰ，２年次後期に基礎看護学実習Ⅱ，
３年次後期～４年次前期に領域別実習，４年次後期に
看護統合実習を実施していた。調査時期において１年
生は看護学実習が未経験であり，２年生は基礎看護学
実習Ⅰのみ，３年生は基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱのみ，４
年生は領域別実習中であり看護統合実習は未経験で
あった。したがって基礎看護学実習Ⅰを経験した者が
１４６人（６８.９％），基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱを経験した
者は９４人（４４.３％），領域別実習を経験している者は
３５人（１６.５％），すべての看護学生は看護統合実習が
未経験であった。
また看護学実習は，２～３年生は医療施設のみの実
習経験であり，４年生では医療施設と福祉施設，幼稚
園の実習経験があった。また看護学実習以外での現場
体験がある者は，３７人（１７.５％），体験のない者が１７０
人（８０.２％）であり，実習以外で現場体験のない者は
全体の８割以上であった。しかしこの体験は学年進行
とともに増え，１年生は皆無であったが２年生では６名
（１２.０％），３年生は１５名（２５.９％），４年生は１４名
（４０％）となっていた。体験の内容は，サークル活動
におけるボランティア活動，教員や地域が企画するイ
ベント活動への参加であった。
３．対象者の志望の動機
対象者２１２人中回答のあった２０７人について看護師
志望の一番の動機は，「経済的安定」が６０人（２９.０％）
で最も高く，次いで「社会性・将来性」と「看護師へ
の興味・関心」がいずれも５６人（２７.１％）で，以上の
３項目で８割以上を占めていた。また「自分に向いて
いる」１３人（６.３％），「将来が見えないからとりあえず」
１０人（４.８％），「その他」が１２人（５.８％）であった
（図１）。その他の内容では，「ドラマの影響を受け
た」，「入院の経験から」，「家族が病気になり看護を目
指した」，「小さい時からの夢」，「親に勧められたか
ら」，「保育士の資格を活かして専門的に子どもに関わ
りたい」があげられていた。
学年別の志望動機を見てみると，１年生では「看護へ
の興味関心」（３２.８％），「自分に向いている」（１２.５％）
と回答した割合が他の学年より一番高かった。（図１）
４．全学年の学習動機づけ及び学習意欲の状況
１）全学年の学習動機づけ及び学習意欲について（表１）
学習動機づけ１４項目は，佐藤２５）が用いた内発的動
機づけ，同一化的調整，取入れ的調整及び外的調整に
分類した。その４群では同一化的調整の平均値が
４.４２（±０.７３）で他３群より有意に高く（p＜.０１），
取入れ的調整で３.８６（±１.０５），内発的動機づけで３.３７
図１ 看護師志望の動機
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表２ Ａ大学学生の性別・入学時の状況・学年別における学習動機づけと学習意欲の比較
表１ 学習動機づけ及び学習意欲の平均値（標準偏差）・中央値と信頼度係数
（±１.１０）の順に低下し，外的調整は２.１２（±１.１７）で
他群より有意に低かった（p＜.０１）。よって４群は各々
独立性があることが示唆された。
また学習意欲の５項目は，浅野の分類２６）の用いた積
極的関与，継続意志に分類した。積極的関与は２.８０
（±１.１１），継続意志は２.８９（±１.１６）であり，以上の２
群は有意な差はなく，２群は関連性の可能性が示唆さ
れた。
２）学習動機づけ及び学習意欲における性別・入学時
の状況・学年の比較（表２）
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学習動機づけ及び学習意欲は性別による有意な差は
見られなかった。また，入学時の状況による比較にお
いて，内的調整，同一化調整，取入れ調整は有意な差
はなかったが，外的調整は現役生以外より現役生の方
が，積極的関与と継続意志は現役生よりそれ以外の者
が有意に高く（p＜.０５），現役以外の者の方が人に言
われることなく積極的に継続的な学習意欲の意志を
持っていた。
学年別で比較すると，学習意欲については有意な差
はなかった。しかし学習動機づけに関しては，１年生
の内発的動機づけ，同一化的調整，取入れ調整は高学
年より有意に高かった（p＜.０５）。特に内発的動機づ
けと取入れ調整は４年生より，同一化的調整は３年生
より有意に高かった（p＜.０１）。外的調整は各学年で
有意な差はなかった。学習動機づけ下位４項目は，２
～４年生では有意な差は認められなかった。
Ⅳ．考 察
１．看護学実習の学外体験について
Ａ大学の学生は，看護学実習のフィールドは主とし
て医療施設であった。４年生になりやや施設や地域の
実習へと拡大がみられるものの，看護教育課程自体が
まだ医療モデルから脱しきれていないことがうかがわ
れた。本研究からも実習以外の現場体験の多くは，
サークルやボランティア活動であった。これらは学生
の自主活動過ぎないため，関心がないと実習以外の現
場体験することなく看護教育課程を終えてしまう可能
性がうかがわれた。
社会は地域包括ケア時代に突入している。地域が主
たる生活の場としてそこを支える看護職であるなら
ば，自主活動以外にも生活の場への臨地体験が必要と
されると考える。現在看護学生は，過密なカリキュラ
ムを単位取得のためだけではなく，様々な多様性のあ
る地域への積極的な看護学実習体験が望まれると考え
る。多様な価値観を受け入れられるよう更なるカリ
キュラム改正の中での柔軟な人への関わりが必要であ
ると考える。今後学習意欲との関連も調査する必要が
あると考える。
２．看護を目指す志望の動機について
看護を志望した第１の動機に，経済性や将来性と
いった内容が全体の６割近くを占め，職業的キャリア
を意識した現実的な動機に強く支えられていた。特に
看護職は社会からの需要や認知度も高く国家資格であ
ることから，生涯働きながら自己研鑽できる職業であ
ることが看護を目指す一番の動機につながっていると
考える。しかし看護に対する興味・関心がないわけで
はない。残り３割の学生は，現実的な動機に合わせて
看護職への好奇心をもち看護を学ぶモチベーションを
上げていた。
その中で，特に１年生は看護に対する興味・関心や
自分に向いているといった動機の割合が高かった。看
護を目指す志望の動機には社会における看護師に対す
るイメージ，すなわち伝統的な女性的役割や優しさと
いうステレオタイプのイメージが浸透している２７）。そ
のため入学して間もなくまだ看護に現実味がない１年
生は，本来の看護師像を描き切れていないと考える。
そしてその興味や関心は学年が上がるにつれて低下し
ている。これは主観的な現実認識が，看護の学びを進
め様々な課題や自分自身と向き合い深い洞察が加えら
れ再構築されていく中で，看護に対する興味や関心が
一時に薄れ，現実はそう甘くはなかったと認識するの
ではないだろうか。齋藤は「１年生の現実認識の甘さ
が２・３年生ではそれが修正されていく」２８）と述べて
いるように，憧れや関心は教育課程を経る中で，本来
の看護に対する客観的な姿勢が養われ，現実の看護を
受け止めるようになっていくと考えられる。
また遠藤２９）の調査同様，志望動機があいまいな者も
各学年に若干名存在していた。看護を志すための学習
継続には，強い動機に支えられる必要がある。このよ
うな学生が，学習途中で学びを投げ出しドロップアウ
トしてしまわないよう支援する側もその現実を知り４
年間の学習継続の中で注視していく必要があると考え
る。また志望動機の中には，親からの勧めやＴＶドラ
マからの影響もあった。看護教育には職業社会化促進
機能があるといわれている３０）ように，職業的アイデン
ティティが形成される上で，憧れとリアリティとの
ギャップに苛まれぬよう動機づけへの継続的支援が必
要であると考える。
３．学習の動機づけと学習意欲について
これまでの動機づけ研究の内発的―外発的動機づけ
という二項対立という枠組みではなく，自己決定理論
に基づき内発的動機づけ，同一化的調整，取入れ的調
整，外的調整という一次元上の連続性で学習意欲を概
観した。内発的動機づけとは活動に対する好奇心や興
味関心，同一化的動機づけは自分にとって重要で価値
のあるものと受け止め行動する動機づけ，また取入れ
的調整は達成感や有能感を得るための行動であり，外
的調整は外部からの圧力によって行動するものであ
る３１）とされ，これらは自己決定の高い順に配列されて
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いる。さらに動機づけを支える意志力を積極的関与と
継続意志とし，その強化の程度の特徴を概観した。
学年全体では，同一化的調整が一番高く，取入れ調
整，内発的動機づけの順で，外発的動機づけが一番低
かった。この傾向は学年別にみても同じであった。同
一化的調整とは，職業上における価値と自分の価値観
の一致に基づく学習の動機づけである。一般に内発的
動機づけが一番高い動機づけとされているが，看護を
生涯にわたる職業として構築するための学びはとは，
単に興味や関心といった言わば面白いからやるといっ
た動機づけだけでよいとは考えにくい。Ａ大学の学生
は，面白いから学習するよりむしろ，看護師という職
業上の価値に力点をおき，さらに自己達成感を得たい
というが動機づけの原動力になっていた。また外発的
動機づけが低いことからも，自ら職業としての必要性
に裏付けされ充実感を得ることで学習意欲を高めてい
た。看護を学ぶことは人の命に関わることから人間性
や倫理観が問われる職業であるため，単に面白さだけ
では立ち行かず，看護の仕事を遂行する覚悟と忍耐が
必要である。このように職業的な資質に価値をおき看
護を学ぶことは容易なことではない。しかしながら，
そこに看護の魅力や醍醐味が内発的動機づけとして加
わるならば，より一層の学習意欲が高まるのでは考え
る。一方で，現役生以外は現役生より外的動機づけが
低く，さらに積極的関与し継続的にやり遂げようとす
る意志は高かった。浪人もしくは社会を一度経験して
いる体験は学習動機づけを強化することを考えると，
そのことを自らの強みとしてモチベーションを高めて
いることが考える。これらの状況を考慮しながら教員
が教育的関わりや支援を持つことが重要であると考え
る。
また，１年生は他の学年より内発的動機づけ，同一
化的調整，取入れ入れ調整が有意に高かった。先行研
究でも１年生は学習意欲が他の学年より高いことがわ
かっており３２）３３），本研究においても同様の結果であっ
た。１年生は入学時の志望動機が学習の動機づけにな
り学習をスタートさせる。真新しい知識や技術を学ぶ
ことで一層意欲が増していることが考えられる。しか
しながら学年が進むについてその傾向が低下すること
も先行研究同様である。看護の学習が深まっていく中
で，１年生にあるモチベーションを一直線に４年次ま
で持続させるのは困難なのかもしれない。学生は様々
な看護もしくは人間関係の体験を通じ悲喜交交しなが
ら看護を学んでいる。学習内容が深化するに従い動機
づけの様相も変化し変容してくることが考えられる。
またその動機づけを行動の面で支える強い意志につい
ては，各学年に有意な差がなかったことからも，１年
にある高い動機づけが何かの誘因で意欲喪失に向かう
と，どの学年においても再起不能に陥る可能性も秘め
ていることが考えられる。それでもなお看護師という
強い職業観に裏付けされる意志をもち続けながら，変
化し変容する動機づけの様相に着目しつつ，各学年で
おこる実習や体験学習などのイベントを，よりよい動
機づけとしながら支援し学習意欲の推移を見守ってい
くことが教育には必要であると考える。
Ⅴ．結 論
１．Ａ大学学生の実習は医療施設と福祉施設で行われ
ており，実習以外の現場体験は，ボランティアや
サークル等であり，体験者は全体の２割弱であっ
た。
２．看護を目指す志望の動機では，経済的安定，社会
性・将来性，看護への興味・関心で全体の約８割
を占めていた。将来性が見えずとりあえず看護に
進んだ者も５％いた。
３．学習動機づけでは，現役生より現役生以外の者の
方が，外的調整が有意に低かった。学年別では外
的調整に有意な差はなかったが，１年生では内発
的動機づけ，同一化的調整，取入れ的調整が上級
生よりも有意に高かった。
４．学習意欲は，現役生より現役生以外の者が有意に
積極的関与や継続意志が高かった。
５．Ａ大学看護学生は，学習への興味・関心といった
内的動機づけより，むしろ職業として学ぶべき内
容としての同一化的調整によって高く学習が動機
づけられていた。反対に他人に言われて勉強する
という外的調整は他の動機づけに比して低かった。
研究の限界
本調査はＡ大学のみの状況を反映しているため，一
般化をするためには限界がある。また調査時点では，
２０２０年ほぼ１年にかけCOVID-19による学習意欲も影
響を受けたため教育環境が従来と違う可能性もある。
また本調査は，当該年度における１～４年生を対象と
したため，「学習継続困難」「学習動機づけ」「学習意欲」
の学年差が学習の進化によるものか，単に学年ごとの
個性による可能性もある。
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